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　エッチング、プライミング、ボンディ
ングの3機能を1液に集約化したオー
ルインワンアドヒーシブ（1ボトル１ス
テップボンディング材）が日本で初め
て開発・販売されたのは2004年で、
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ジーシー
“オールインワンアドヒーシブ”の
進化と臨床的評価

ジーシーの「G-ボンド」が国内初のオ
ールインワンアドヒーシブ製品であっ
た。それから約15年が経過し、これま
で多くのオールインワンアドヒーシブ
製品が市場に出てきて、あっという間

に接着システムの主流となった。
　本稿では、オールインワンアドヒー
シブの予後評価と進化について考察し
たい。

G-ボンド（2004年発売）。オール
インワンアドヒーシブの初期製品ではある
が、後の臨床予後報告を観ると、非常に成績
が良いことが分かる。

G-ボンド プラス（2009年発売）。
G-ボンドの進化形で、エナメル質への接着
強さが強化され、より簡便に使いやすく改
良された。

G-プレミオ ボンド（2015年発売）。
様々な用途に使えるよう（マルチユース）に
工夫されている。そして何と言っても塗布
後の待ち時間0秒で使用可能なことが最大
の特徴である。

図A 図B 図C

　これまで報告されてきた抜去歯を用
いた実験室環境での接着試験（in vitro
研究）では、1ステップのオールインワ
ンアドヒーシブは、2ステップや3ステ
ップの接着システムと比べてエナメル
質、象牙質ともに接着強さが劣ること
が示唆されている1）〜3）。
　しかしその後、2014年に報告され
たシステマティックレビューでは、オー
ルインワンアドヒーシブを使用したCR

修復の予後が他の接着システムと比
べても遜色ないほどに良好になってい
ることが示されている。中でも、オー
ルインワンアドヒーシブの先駆け的存
在である「G-ボンド」を使用して行われ
たⅤ級窩洞に対するCR修復が優秀で、
臨床的な予後が従来の接着システム
に劣らないことがデータとして出され
ている4）。
　また、2018年にはⅤ級窩洞へのCR

修復の臨床予後（ランダム化比較対照
試験）が報告されており、オールイン
ワンアドヒーシブの「G-ボンド」が、3
ステップエッチ＆リンスシステムの
Optibond FL（Kerr）の臨床的成功
率と比べて同等であることが示されて
いる（G-ボンド、Optibond FLともに
9年後の生存率は約90％、臨床的成功
率は約80％）5）。

G-ボンドを用いたCR修復の臨床的予後
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症例1 MIグレースフィルで行った前歯充塡

症例2 MIグレースフィルで行った臼歯充塡

犬歯ガイドを付与した症例。使用したのはG-プレミオ ボンド、
MIグレースフィル（A3.5）。研磨にはプレシャインとダイヤシャインを
使用している。

67 臼歯窩洞への充塡症例。67ともに、窩洞窩底にMIフローⅡ
をライニングし、デンチン部には彩度の高いMIグレースフィルA4を、
エナメル質相当部分には明度と透過性が高いMIグレースフィルE1を
充塡している。

2-1

2年後

2年後

1-1

　初期のオールインワンアドヒーシブ
である「G-ボンド」が、すでに臨床的に
非常に良い成績を誇っていることは驚
きであるが、オールインワンアドヒー
シブはさらに進化を続けており、エナ
メル質、象牙質に対する接着力を強化
するよう工夫されているため、臨床で
用いるのに大いなる期待がもてる。ま
た、より使いやすくなるように、各メー
カーでは改良が重ねられてきている。
　ジーシーのオールインワンアドヒー
シブ製品の変遷をみてみると、2004

Ｇ-ボンドからG-ボンド プラスを経てG-プレミオ ボンドへと進化
年に発売された「G-ボンド」は、2009
年に「G-ボンド プラス」へと改良され
ている。この「G-ボンド プラス」は「G-
ボンド」の基本的な性能を維持しつつ、
エナメル質への接着力が強化され、ま
た、適用がより容易になるように工夫
がされていた。そして2015年には、
塗布後の待ち時間を必要とせずに接
着を達成できるよう進化した「G-プレ
ミオ ボンド」が登場した。
　「G-プレミオ ボンド」では、3種の機
能性モノマー、水、溶媒等の配合バラ

ンスを最適化しており、特に水分量を
可及的に多くすることで酸性機能性モ
ノマーが酸として短時間で強くはたら
くことを達成している6）。
　また、エナメル質、象牙質に対する
接着のみならず、金属に対しても接着
力を発揮する7）ため臨床的な利便性を
増しており（症例5）、さらには、知覚過
敏抑制にも有効で様々な用途に活躍
の場を拡げている8、 9）。

　筆者も「G-プレミオ ボンド」を用いた
臨床症例を「ジーシー・サークル157号」

（2016年）に掲載しているが、その中か
らいくつかの症例の予後写真を供覧し

G-プレミオ ボンドを用いたCR修復の臨床的予後
たい（術前・術直後は「ジーシー・サー
クル157号」より再掲）。予後はまだ2
年程度ではあるが、今のところ経過良
好である。ちなみにCRはいずれもMI

グレースフィル（現在はグレースフィル 
パテとして進化している）で、充塡直後
のツヤを維持しているのがわかる。
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症例4

①術前。②アマルガム下のう蝕を除去し、エナメル質にリン酸エッチング処理。③G-プレミオ ボンドを塗布。④〜⑦グレースフィル 
ゼロフロー（A1）を咬頭ごとに充塡して光照射。⑧術後。
4-1

グレースフィルシリーズ
のパンフレットより。

図D
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　最近ではフロアブルレジンのクオリ
ティも向上しており、ジーシーのグレ
ースフィルシリーズは物理的・機械的
諸性質がペーストタイプのCRと同等
以上となり「インジェクタブルレジン」
と呼ばれている。筆者の臨床では、ペ
ーストタイプを好んで使うことが多か
ったが、症例によってはこのインジェク
タブルレジンのみで修復を終えること
も少なくない（症例4）。
　グレースフィルシリーズは、非常に

レジン修復にパラダイムシフトを起こす次世代の「インジェクタブルレジン」グレースフィルシリーズ
微細な多角形ナノサイズフィラーを均
一かつ高密度に充塡しており、物性の
高さ、研磨性の高さは特に定評があ
る。特に、筆者はゼロフローを好んで
使用している。盛り上げた形態をしっ
かり維持でき、かつ微振動により流動
性が生じるチキソトロピー性を有して
いるため扱いやすい。
　グレースフィルシリーズのフィリン
グチップは、従来型のニードルタイプ
に加え、ニードル先端を自由に曲げて

使用できるエレファントニードル（最
後臼歯遠心部へ容易にアクセス）が新
たにラインナップされており、さらに
操作性が向上した。

症例3 MIグレースフィルで行った前歯充塡

破折歯へのCR修復。術者の好みによるが、このように比較的大
きな修復窩洞に対しては、フロアブルレジンとペーストタイプのレジン
を併用することで、よりスピーディで美しい充塡が行いやすいと考えて
いる。この修復では、MIフローⅡとMIグレースフィルを併用して充塡し
ている。

3-6

2年後
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症例5

①インプラントの上部構造が破損しているところをリペアしていく。②サンドブラスト処理。③ハイブリッドセラミックス部にはシラ
ンカップリング処理後、G-プレミオ ボンドを塗布（G-プレミオ ボンドは金属には単独で接着性を有しているためメタルプライマーは不要）。
④光照射を行う。⑤ジーシー C＆Bリペアープレミオキットのリペアーオペーカー（OA3）を使用し、メタル部をマスキングする。⑥〜⑦グ
レースフィルパテ（A3）を充塡し、光照射。⑧プレシャインで中仕上げ研磨。⑨ダイヤシャインで仕上げ研磨。⑩つや出し仕上げ用のダイ
ヤモンドペースト「ダイヤポリッシャーペースト」をジーシー研磨ブラシNo.1につけてつや出し研磨。⑪術後。

5-1

●① ●② ●③ ●④

●⑤ ●⑥ ●⑦ ●⑧

●⑨ ●⑩ ●⑪

　このように進化したオールインワンアドヒーシブである「G-プレミオ ボンド」で
あるが、取り扱いの注意点を厳守し、正しく使用することはやはり重要である。

G-プレミオ ボンド使用時の注意点
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　先に述べたようにアセトンを溶媒と
して含む「G-プレミオ ボンド」では、キ
ャップの閉め忘れには注意を要する。
これまでの「G-プレミオ ボンド」の設計
ではスクリューキャップがボトルから外
れるような設計であったため、以下の
ヒューマンエラーが起こりやすかった。
⃝アシスタントが、キャップを開けたあ

と、そのままボトルのキャップを戻
すのを忘れてしまう。

⃝ボトルのキャップがきちんと閉まり
きっていない。

　ジーシーには機能的な容器を開発
する専門の部署があり、その部隊が長
年の叡智を結集し、この度キャップの
形態がリニューアルされた。新デザイ
ンでは、キャップはボトルにくっついて
おり、キャップを落としたりなくしたり
することがない。そのため、閉め忘れ
というヒューマンエラーの防止になる
だろうと期待できる。また、ワンプッシ
ュでキャップが開くような設計となっ
ており、より便利になった。

G-プレミオ ボンドの使いやすさを追求したリニューアル

■　1．塗布方法について
　先に述べたとおり、「G-プレミオ ボ
ンド」は内容成分の設計上、塗布後に
一定時間待つ必要はなく、すぐにエア
ブローを行うことができる。ただし、
窩洞の隅々まで成分を行きわたらせる
ようにきちんと塗布することは、とて
も重要である。

■　2．エアブローについて
　「G-プレミオ ボンド」は水の量を多
くすることで塗布後の待ち時間0秒を
可能としているため、エアー圧が不充
分であると接着界面に水が残ってしま
い、接着が阻害される危険性が特に高
いため注意する。
　エアブローは強圧エアーが指示さ
れている。参考までに海外で販売され

ている「G-プレミオ ボンド」のテクニカ
ルガイドでは“MAX Air”と記載され
ていることを付記しておきたい（図E）。
最大限のエアー圧で接着界面から水
分を飛ばすことを意識すればよいた
め、エアーの圧力についての考え方は
シンプルである。

■　3．管理方法について
　「G-プレミオ ボンド」は常温保管可
となっているが、使用上の注意として

「長期間保管する場合は、冷蔵庫（また
は20℃以下の涼しい場所）に保管する
こと」が明記されており、夜間や休診
日には冷蔵庫保管することをお勧めし
たい。
　また、揮発性が高いアセトンを溶媒
として含む「G-プレミオ ボンド」では、
キャップを閉め忘れた場合、ボトルの
口から溶媒が揮発してしまう可能性が
あり、特に注意が必要である。

ワンプッシュでキャップが開き、使用後は本体と一体となっ
たキャップをしっかり閉めることができる。

図F

ブローは迷わず最大限の
強圧で行う（海外のテクニカルガ
イドより）。

図E

ある日の診療室にて

MAX Air

3. Dry for 5sec at MAX Air pressure.
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　「G-プレミオ ボンド」のボトルデザ
インがリニューアルされ、また一段と
扱いやすくなった。初期のオールイン
ワンアドヒーシブである「G-ボンド」を
用いたCR修復の臨床予後が非常に良

いという論文報告と、筆者の臨床にお
いてオールインワンアドヒーシブの臨
床予後が良好であることを示したが、
接着信頼性と扱いやすさの点から、今
後もオールインワンアドヒーシブの需

要は増えていくと思われる。ただし、
本文でも述べた“メーカーの指示に従
い、正しくきちんと扱うこと”の重要性
は最後にもう一度強調したい。
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